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ESG投資に向けて



会社概要
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会津森林活用機構㈱の沿革（関連プロジェクト含む）

◦ 2017年３月 福島県会津地域（13市町村） 分散型エネルギーインフラプロジェクト マスタープラン作成（総務省プロ）

◦ 2017年５月 会津地域森林資源活用事業推進協議会 設立

◦ 13市町村と地元民間企業が団結して森林資源フル活用事業に臨む

◦ 2018年３月 木質バイオマス資源の持続的活用による再生可能エネルギー導入計画策定事業（13市町村個別：環境省プロ）

◦ 2018年10月11日 会津森林活用機構株式会社 設立

◦ 2019年３月 再生可能エネルギー電気・熱自立的普及促進事業（喜多方市、会津美里町、北塩原村：環境省プロ）

◦ 2020年１月 南会津にて30万本／年のカラマツ苗木生産開始（住友林業、会津管財）

◦ 2020年３月 再生可能エネルギー電気・熱自立的普及促進事業（喜多方市「蔵の湯」実施設計：環境省プロ）

◦ 2020年度は設備導入予定であったが、COVID-19感染拡大継続のため６ヶ月延期：現在進行中

◦ 2020年７月 森箱：ムービングハウス（スマートモジューロ）のFC加盟（生産と販売）：アーキビジョン21とFC契約

◦ 2020年10月 会津若松市内にて森箱生産工場稼働（会津木材協同組合と提携）

◦ 2020年11月 喜多方「長床・昭和蔵」に小宮山会長・末松前事務次官・森本前事務次官をお招きして森林文化シンポジウム開催

◦ 2021年２月 森箱生産工場に木材乾燥機とプレーナーサンダー導入（会津木材協同組合）

◦ 2021年３月 森箱の構造躯体、合理化開発着手（StoraEnso、アルファフォーラムと）
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Summary
◦二酸化炭素排出削減と同時に「吸収・固定」が重要

◦森林の二酸化炭素吸収力は弱まっている

◦ CO2吸収力を高めるためには樹木の若返りが必要 → 植林が必要

◦里山には人工林に加え雑木林や耕作放棄地もある → 可能な限り

CO2吸収の場に・・・

◦森林由来のCO2排出権は10000円/トン程度で取引されている

◦今後はさらに高値で取引される可能性が高い

◦これを原資に森林整備へ → 美しい里山復活へ

◦森林を整備して管理することは「水」の維持につながっている

◦里山とともに生きる地域づくりへ 福島会津から始める
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CO2は吸収・固定が重要
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ライフサイクルで考えるべき

森林で吸収した後、木材の使い方も重
要

燃料で使う場合 → CO2排出する
建材や家具で利用 → 長期固定
（森林回転よりも長いサイクルで）

CO2をできるだけ多く吸収できる施
業、育林管理も開発する



吸収力は弱まっている
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樹木の若返りが必要
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10～40歳の樹木は７～９
トン/ha・年の二酸化炭

素吸収が可能



雑木林、耕作放棄地等に苗木を
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CO2排出取引例
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森と水の関係

森は水を浸透させる能力は草地

の２倍、裸地の３倍にも及ぶ

生物多様性にも大きく寄与

土壌を浸透して流れ出るあいだ

にミネラルに磨かれおいしい美しい

水になる



ご清聴ありがとう
ございました

＜問い合わせ先＞

会津森林活用機構株式会社

取締役 小林靖尚

kobachan@a-forest.co.jp

https://morikatsu.net/

TEL：090-1467-2216
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